
 仏 智 足 流 生 起 次 第 「普 賢 成 就 法 」 に

 お け る 曼 茶 羅 に つ い て

 金 本 拓 士

 従来, 『秘密集会タントラ(GS)』 を取 り扱 う際, この経典 を奉ず る二 大流 派

(聖者, 仏智足(JP)流)1)の うち, 聖者流の注釈書等を中心に して論ぜ られ て き

た2)。しかし, GSの より正確な理解を持つためには, 他流の注釈書類 を も等 し

く考察す る必要があるように思われ る。本稿は, 二流派各々, 生起次第及び曼茶

羅が伝承されているなかで, JP流 の生起次第Samantabhadrasadhana(SS)3)を

中心 とし, その注釈書 であ るsriphalavajra (Sph)のSamantabhadrasadhana-

vrtti4), Thagana (Th)の Srisamantabhadrasadhanavrtti5)を 参照 しなが ら, SS

より生起され るJP流 十九尊曼茶羅の特徴について言及す るものである。

 SSはGSの 引用偶を含めて165偶 で構成されている。これを三種三摩地6)に

よって分けるならば, 第一加行三摩地(1)(第1偶-第69偶)7), 第二 曼茶羅最勝

王三摩地(II)(第70偶-第108偶)8), 第三掲摩最勝王三摩地(III)(第109偶 一第

165偶)9)と なる。三種三摩地のなかで, 生起され る十九尊の色相, 手相等につい

て具体的に記述 され るのはIIで あり, 各尊の種子に関しては1に おいて説 かれ

ている。これ らを注釈書に依 りながらまとめると表のようになる。(表参照)

 次に表によっていくつかの特徴を指摘 してみたい。まず, 一般に言われている

JPの 十九尊曼茶羅は文殊金剛を中尊 とされるが, IIに述べられている曼茶羅 の

中尊は阿閾になっている。そこで文殊金剛はどのような色相を有 して いるかと言

えば, 1の 第52, 53偶 において, 「すばらしきサフランの色の よ うに赤 く, 右 と

左の面は青 と白, 様 々な飾 りによって荘厳 されたものの二手は最勝の般若妃を抱

き, 様相は無量光を有す る剣 と矢 と青 ウトパ ラ華 と弓を持つ」10)と説かれていて, 

明らかに阿閾の姿と異なっている。しかし阿閾と文殊金剛の関係 についてSph

は 「ヴァジュラドゥリクと言われ, ……文殊金剛 と阿閾は同一性と示 され る」11)

と, また, Thは 「ヴァジュラドゥリクと言われ る等における心金剛と言われ る

のは阿閾御自身であり, 文殊金剛の御姿で座され るべきであるということに一致

す る」12)と説明しているように, 阿閾 と文殊金剛を同一性の尊であると示されて
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い る。 で は, SSに お い て文 殊 金 剛 は如 何 な る状 況 で 説 か れ て い る か と 言 え ば, 

第51偶 で 「そ の(諸 仏 の)す べ て の光 明 に よ って, 本 尊 と一 致 し化 現 さ れ た 牟

尼 は, 無 量 の心 に よ って(行 者 の 心 に)入 られ, 吉 祥 な る文殊 金剛 と称 され る も

の と な った 」13)とされ, 第53偶 に 「虚 空 界 す べ て の 曼 茶 羅 の 守 護者 で あ る」14)と

説 か れ う。 また, Thは 「文 殊 の姿 を(行 者)自 身 と観 想す べ き もの で あ る」 と

注 釈 して い る よ うに, 曼茶 羅 を生 起す る行 者 は文 殊 金 剛 と一 体 と な るべ き こ とか

ら, 十 九 尊 曼 茶 羅 の 中 尊 に 文 殊 金 剛 を位 置 付 け た の で は な い か と思 わ れ る。

 次 に, 六 金 剛 女(色, 声, 香, 味, 触, 法)と 六 菩 薩(地 蔵, 金剛手, 虚空蔵, 世 自

在, 一切除蓋障, 普賢)を 父 母 仏 と して表 現 す る こ とが あ る15)。 しか し, 上 述 の 二

注 釈 書 に加 え, JpのCaturahgasadhanopayikasamantabhadra nama16), そ の 注

釈 書 で あ るSamantabhadraのCaturafigasadhanatikasaramafijari nama17), Vita-

padaのCaturahgasadhanopayikasamantabhandra nama tika18)を 見 る 限 り, 六

金 剛 女 と六 菩 薩 と の関 係 に つ いて 説 明 して い るの はSphの み19)で あ り, 他 の 注

釈 書 に は述 べ られ て い な い。 さ らに, 四 念 怒(ヤ マーンタヵ, アパ ラージタ, 馬頭, 

甘露軍 肇利)と 四念 怒妃(ヴ ェーターリー, アパ ラニジター, ブ リクテ ィー, エーヵジャ

ー ター)と の 関 係 に つ い て もSphの み が 父 母 仏 と し て 説 明 し て い る20)。 こ の こ と

か ら, 十 九 尊 曼 茶 羅 の 六 金 剛 女 等 を 父 母 仏 と し て 構 成 す る の は 一 般 的 で は な い よ

うに 思 わ れ る。

 以 上 の こ と か ら, SSよ り生 起 さ れ るJP流 十 九 尊 曼 茶 羅 は, GS第 一 章 に 見

ら れ る 十 三 尊 曼 茶 羅 を 基 本 と し, そ れ に 六 金 剛 女 を 加 え た 曼 茶 羅 で あ る と 考 え ら

れ る。

 1)松 長 有 慶 博 士 「密 教 の歴 史 」p.86.平 楽 寺 書 店。2)羽 田 野 伯 猷 博 士 「Tantric
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 ト密 教 教 理 の研 究(一)」 国書 刊 行 会。3)P.ed. NO.2718:Ti 33b3-42b5.4)P. ed.

 NO.2730: Ti 168a7-224a3.5)P. ed. No.2731: Ti 224a3-274b4.6)酒 井 同 上P.12.

 7) Ti 334-37b1. 8) Ti 37b1-39b1. 9) Ti 39bL42b3。 10) Ti 56b1-3. 11) Ti

 197a4-197b1. 12)Ti 247a4. 13)Ti 56b1. 14)Ti 56b3.15) 田 中公 明 「曼茶 羅 の

 歴 史 と発 展 に つ い て」P. 36.チ ベ ッ ト文化 研 究 所 16)P.ed. No.2719: Ti 42b5-51a4.

 17) P.ed.2732: Ti 274b4-330a6. 18) P. ed. No.2735:Ti 440b8-498a6. 19) Ti

 199b1-6. 20) Ti 201a3. Samantabhadrasadhanavrttiの 中 でda ni mhon par byah

 chub pa/lhahi rim gyis bcom ldan hdas rdo rje sems dpa与bskyed pa gsuhs pa: Ti

 184a5.と い う文 が あ り, Sphが 聖 者 流 と何 らか の関 係 が あ った か も しれ ない。 さ らに, 

 JP流 の系 譜 にSphの 名 称 が出 て こ な い。 羽 田 野 同上P.7。
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